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市販 ドリンク類に よる AFB1 誘発 1n　vivo 染色体

異常の抑制

○ 伊藤義明 （神戸市環境保健研究所）

SupP肥 3sion 　of 　AFBI 一洫 dueed　chmm （xx）me

aberrations 　in　Vivo　by　commercialized 〔irinkS
Yoshiaki　ITO（Kobe　Institute　ofHealth ）

〔目的〕タ マ ネギやキ ャ ベ ツなどの野菜ジュ
ース 、

緑茶及びその 中に含まれる MMTS や E  G など

が化学発癌剤誘ff　in　Nlivo 染色体異常を抑制する

こ とを、我々 はすで に 発表 して きた。 しか し、市

販 されて い る缶入 り野菜ジ ュ
ース やお茶類は製造

されて から実際飲むまで の保存期間中に、含まれ

て い る発癌抑制物質が失活化 したり消失する こ と

が考えられ る。 また 、 種々 の 成分が添加 され て い

るため、複合効桑によ り相加 ・相乗効果や消表 ・

拮抗作用の 可能性がある。 そこ で 、今回市販 ドリ

ン ク類 （野菜ジ ュ
ース、お茶類、ビタミ ン飲斜、

ス ポー
ツ ドリンク、ア ル コ

ー
ル性飲料など）が

AFB1 誘発染色体翼常を抑制するかどうか検討 し

たの で 報告する 。

［方法］生後 4 週の Wistairラ ッ ト雄を各群 6 匹

ずつ 用い 、市販 ドリンクを 3 日間飲料水の代わ り

に飲ませ、AFBI を腹腔内投与 し、 18 時間後に骨

髄細胞を採取 して染色伸標本を作 り、顕微鐃下 で

観察 した。

〔結果〕調 べ た市販 ドリン ク類の 中で 、野菜ジュ

ー
ス、トマ トジュ

ー
ス 、ビー

ル及びワインが AFB1

誘発染色体異常を統計的に有意に抑制 した 。 ア ル

コ ー
ル性飲料が染色体異常を抑制 したの は、ア ル

コ
ー

ルが薬物代謝酵素 を誘導する こ とと関係が有

るか もしれな い 。 緑茶 は 2 つ の メーカー
の もの を

調べ たが、い ずれも有慈な抑綱は見られ なか っ た 。

ビタ ミ ン剤 （2 種類）、ス ポー
ツ ドリ ン ク、牛乳、

コ
ーヒー

及びミネラルウ t 一
タ
ー

な ども有意な抑

制は見られなか っ た 。
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酢酸塩によ る N 一ニ トロ ソ ア ル キ ル 尿 素の 変異 原

性抑制効果 と DNA 修復

○高桑 直子、村松 由起子、望月正隆 （共立薬大）

Effect　of　DNA 　repair 　en 　inhibition　of 　N −nitroso ・

urea ・induced　mutagenicity 　by　acetate

Naoko　 TAKA 王（UWA ，　 Yukiko　MURAMATSU ，

Masataka　MOCHIZUKI （Kyoritsu　Coll，　Pha 舩 、）

【目的】酢酸塩 は 5 吻 ゐ盈 ロ” 蹴 η に お ける N 一ニ

トロ ソ ア ル キ ル 尿素の 変異原性を抑制する 。

S．　tyρhimurium　TA1535 および E ．　coli 　 WU361G
と、それ らの ada ，瞭 欠損株を用 い て検討 した結

果、N ・＝ トロ ソ メチル 尿素 、
　 N 一ニ トロ ソ エ チル尿

素 で は酢酸が 騨 ・alky ｝guanine−DNA 　alky ｝trans−

ferase（AG ℃ を誘 導す る可能性 を 示 唆 し た （第 22，
25 回大会）。 また S．typhimuriumに お い て は 酢

酸が除去修復 へ も関与す る こ とがわか っ た （第 24
回大会）。 今 回は E．　coh

’
におけ る酢酸の 変異原性

抑制機構 と DNA 修復 系 との 関連 、 およ び 変異ス

ペ ク トル へ の影 響 を検討 した 。

【結果】E ．　coh
’
WP2

，
WP2 　u 　vr4 を用 い て 酢酸緩

衝 液（pH 　5，0）中、
　 N 一ニ ト ロ ソ ア ル キル 尿 素 （メチ

ル 〜ブチ ル ）の 変異原性試験を行 っ た 。 どち らの

菌株 にお い て も リン酸溶液を用 い た ときと比 較し

て 、酢酸は全 て の N ニ トロ ソ ア ル キ ル 尿素 に よ る

変 異原性を抑制 した 。 メ チル 体、エ チル体、プ ロ

ピ ル体 で は WP2 お よ び WP2 　uvrA にお ける酢酸
の 変異原性抑制効果は同等であ っ た の に対 して 、

ブ チ ル 体で は WP2 で の 酢酸の 抑 制効粟が 大きか
・
っ た 。

【考察」酢酸の 除去修復系へ の 影響は ブチル 体で

大 きく 、 プ ロ ピ ル 体 で は S．typthimurium ほ どの影

響は認め られなか っ た 。 すなわ ち E．　cofr
’
の 除去修

復は DNA の ブチ ル 化に対 して 重要で あ り 、 酢酸
が 除去修復に 作用 して ノN一

ニ トロ ソ ブチル 尿素 の

変異原性 を大き く抑制 した と考えた 。 DNA の メチ

ル 化〜ブ チ ル 化 に対 して は AGT と除去修復が関

与するがそ の 寄与率は ア ル キ ル 基の大 きさに依 存
して い る 。 以土 の 結果か ら酢酸の 変異原性抑 制機
構に は AGT と除去修復が関与 して い る こ とを確
認 し た 。 今後 、変異ス ペ ク トル 解析 の 結 果を併 せ

て さ らに作用機構の 詳細 を検 討す る 。
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